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さわやかな季節のおとずれとともに、野山は緑を増し、

街|こは、黄色い帽子をかぶった、かわいらしい新入生の姿

がめだつこのごろです。

今年、市内の小学校に入学された児童は､522名。

小さな胸のうちには、希望と喜びがいっぱいあふれてい

ます。

テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1151 . 1152です。



重点施策の一つ

子倹や青少年が冤亨室で言青・
教育蕊演縁蕊蕊

教育費12億369万6千円の内訳

○
待
た
れ
る

松
岡
中
学
校
の
改
築

か
ね
て
懸
案
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た

松
岡
中
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て
は
、
去

る
三
月
の
市
議
会
で
建
設
予
算
が
議
決

さ
れ
、
い
よ
い
よ
今
年
度
か
ら
２
か
年

継
続
事
業
と
し
て
始
ま
り
ま
す
。

改
築
に
つ
い
て
は
、
現
在
あ
る
木
造
校

舎
を
取
り
こ
わ
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
と
な
り
ま
す
。

規
模
に
つ
い
て
は
、
建
築
面
積
延
べ
二

六
二
八
派
で
、
普
通
教
室
７
、
特
別
教

室
８
、
そ
の
他
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
又
、
敷
地
も
一
部
拡
張
さ
れ
、
運
動

場
も
現
在
よ
り
広
げ
ら
れ
、
完
成
後
は
環

境
の
よ
い
立
派
な
学
校
と
な
り
ま
す
。

○
秋
山
中
学
校
に

プ
ー
ル
建
設

健
康
で
た
く
ま
し
い
体
を
つ
く
る
た

め
に
学
校
プ
ー
ル
は
欠
か
せ
な
い
施
設

の
一
つ
で
す
。 ’ ’市

の
重
点
施
策
で
あ
る
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
、
現
況
と
今
後
の
主
な
る
事
業
・

内
容
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

年

年

々
整
備

さ
れ
る
教
育

環
境
Ｊ

’

~

’
’

大
小
会
議
室
を
有
し
、
各
種
会
議
・
集

会
の
利
用
を
は
じ
め
、
教
室
・
講
座
な

ど
自
主
事
業
に
よ
る
学
習
、
創
造
活
動

の
中
心
施
設
で
す
。

市
民
の
多
様
な
要
求
に
こ
た
え
る
教

室
、
講
座
の
充
実
と
、
ク
ラ
ブ
、
サ
ー

ク
ル
の
育
成
に
努
め
、
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
内
で
プ
ー
ル
の
あ
る
学
校
は
高
小
、

東
小
、
松
小
、
秋
小
、
高
中
の
５
校
で

す
が
、
今
年
度
は
秋
山
中
学
校
に
６
番

目
の
プ
ー
ル
が
出
来
ま
す
。

４

規
模
は
長
さ
鋸
、
、
幅
５
ｍ
、
７
コ
ー
ス

ー

で
す
。
今
年
の
夏
に
利
用
出
来
る
よ
う

建
設
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

蔭悪○
豊
か
な
心
と

生
涯
学
習
を

め
ざ
す

中
央
公
民
館

可

施
設
の
整
っ
た

社
会
教
育

環
境
し

’J
I’

○
知
識
と
教
養
を

高
め
る

図
書
館

図
耆
、
定
期
刊
行
物
、
視
聴
覚
資
料

な
ど
、
文
献
、
資
料
の
収
集
保
存
、
提

供
、
お
よ
び
集
会
、
行
事
な
ど
、
市
民

の
学
習
、
教
養
活
動
の
中
心
施
設
で
す
。

現
在
二
万
七
千
冊
余
の
蔵
耆
に
加
え

今
年
七
千
冊
を
購
入
予
定
し
て
お
り
、

「
市
民
一
人
一
冊
」
の
目
標
が
達
成
で

き
ま
す
。
ま
た
、
「
読
み
聞
か
せ
」
、

「
映
画
会
」
を
随
時
開
催
し
て
、
市
民

の
読
書
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

○
街
の
歴
史
と
生
活
の

移
り
変
わ
り
を
知
る

歴
史
民
俗
資
料
館

民
俗
資
料
、
歴
史
資
料
を
収
集
、
保

存
し
、
そ
れ
を
展
示
及
び
教
育
普
及
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で

す
。

現
在
の
展
示
品
は
、
生
産
生
業
を
主

○
芸
術
と
文
化
を

育
て
る

文
化
会
館

音
楽
、
演
劇
等
の
公
演
が
で
き
る
ホ

ー
ル
、
展
示
場
を
有
し
た
芸
術
文
化
活

動
の
中
心
施
設
で
す
。

市
民
の
活
動
を
積
極
的
に
援
助
す
る

と
と
も
に
、
多
彩
な
公
演
を
企
画
し
、

機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

亨

青
少
年
を
対
象
と
し
た
各
種
事
業
の

開
催
を
は
じ
め
、
健
全
育
成
、
非
行
防

止
の
た
め
の
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
「
国
際
交
流
の
集
い
」
、
「
楽

し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の
広
場
」
が
第
、

回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
期
に
、
青

少
年
の
社
会
参
加
が
組
織
と
し
て
の
力
と

○
働
く
青
少
年
の
活
動
の
場

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
、

勤
労
青
少
年
を
対
象
に
、
広
く
社
会
参

加
の
機
会
を
与
え
、
新
し
い
仲
間
づ
く

り
を
図
る
施
設
で
す
。

各
種
の
教
室
、
講
座
を
開
設
し
て
、

学
習
、
交
流
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
母
体
と
し
て
の
「
利
用
者
友
の

会
」
の
組
織
強
化
の
た
め
、
多
く
の
青

少
年
が
利
用
登
録
を
さ
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

○
青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る

青
少
年
対
策

と
し
た
民
俗
資
料
を
中
心
に
、
歴
史
資

料
と
し
て
、
地
理
学
者
長
久
保
赤
水
関

係
資
料
、
考
古
資
料
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
随
時
、
植
物
学
者
松
村
任

三
関
係
資
料
、
炭
砿
関
係
資
料
、
教
科

言
の
移
り
変
わ
り
等
を
展
示
し
な
が
ら
、

広
く
市
民
の
か
た
が
た
に
、
先
人
の
文

化
と
遺
産
の
理
解
と
継
承
を
図
る
こ
と

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

博禽くば沼5成功させよう科学万 (2)
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1 な
る
よ
う
、
指
導
者
育
成
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
相
談
員
が
地

域
の
中
枢
と
な
り
、
青
少
年
の
良
き
相

談
役
と
し
て
、
青
少
年
健
全
育
成
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

○
健
康
な
体
を
つ
く
る

保
健
体
育

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、
身
近
な

学
校
体
育
施
設
の
開
放
を
は
じ
め
と
し

て
、
各
種
体
育
施
設
の
整
備
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
教
室
、
大
会

を
開
催
し
て
、
「
み
ん
な
で
行
う
楽
し

い
ス
ポ
ー
ツ
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

高浜有明海岸侵食対策事業促進を

建設大臣に陳 Ⅱ

大高市長は、去る三月二十八日、四月十九日の両日、茨城県とともに建設省に行き、建設大臣をはじめ、地元選出衆議一

院
議
員
及
び
関
係
者
に
た
い
し
て
、
高
萩
市
．
一

高
浜
有
明
海
岸
侵
食
対
策
事
業
の
促
進
に
つ
い

て
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、
高

萩
土
木
事
務
所
が
高
浜
有
明
海
岸
に
離
岸
堤
の

設
置
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
五

十
九
年
度
の
事
業
費
は
、
六
千
八
百
万
円
と
大

幅
な
予
算
づ
け
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
ク
ラ
ブ
参
加
に
よ
る
継
続

的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
行
え
る
よ
う

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
給
食
は
、
学
校
教
育
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
毎

日
約
五
千
五
百
食
分
の
調
理
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
心
身
の

健
全
な
発
達
に
資
す
る
た
め
、
児
童
の

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
衛
生
管
理

面
に
お
い
て
も
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て

十
分
注
意
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
一
層
の
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。

｜
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教育費の占める割合 教育費の内訳
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（単位千円）
○社会教育費（252，455）の内訳

社会教育総務費 42，834

公民館費 45，776
（石滝公民館改築費14，386）含む

文化会館管理費 90， 117

青少年対策費 3，993

勤労青少年ホーム管理費 15，017

図書館管理費 45，221

歴史民ｲ谷資料館管理費 9，497

○保健体育費（ 1 40，207）の内訳
保健体育総務費 7，263

学校給食センター管理費120，844
体育施設費 12， 100

（単位千円）

1 ,203,696

69， 389

◎教育費総額

教育総務費

小学校費

中学校費

幼稚園費

社会教育費

保健体育費

128 ， 908

５
２

８
５

７
９

；
中

８
３

２
８

５

252，455

140,207

テレフォンサービス
(3) ｢市政案内」は（23） 1 151 . 1152です。

三



市
立
図
書
館
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

◎
ど
の
く
ら
い
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
Ｉ
。

一
日
平
均
一
六
○
人
、
貸
し
出
し
冊
数
で
五

○
○
冊
、
多
い
と
き
に
は
三
五
○
人
、
冊
数
で

一
、
○
○
○
冊
以
上
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
予
想

以
上
の
利
用
者
が
あ
り
、
こ
れ
は
市
民
の
皆
さ
ん

、
○

の
、
文
化
的
関
心
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
す

◎
利
用
者
の
傾
向
は
Ｉ
。

利
用
者
の
６
割
が
女
性
で
す
．
年
代
別
で
は

小
学
生
が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
最
近
は

大
人
の
か
た
の
利
用
も
増
え
て
お
り
、
約
測
％

を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
生
・
高

校
生
の
利
用
が
、
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。

図
書
館
に
は
、
趣
味
の
本
・
雑
誌
な
ど
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
お
年
寄
り
の
か
た
が

た
も
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
初
め
て
利
用
す
る
と
き
は
１
１
．

来
館
の
う
え
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。
電
算
処
理
の
図
書
利
用
カ
ー
ド
と
本

を
カ
ウ
ン
タ
ー
に
出
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
す
ぐ

借
り
ら
れ
ま
す
。

口
ー

図
書
館
は
、
昨
年
枢
月
の
開
館
か
ら
、
は
や
く
も
５
か
月

を
経
過
し
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
利
用
状
況
・
利
用
の
し
か

た
な
ど
を
図
書
館
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

◎
図
書
館
か
ら
の
お
願
い

◎
読
み
た
い
本
が
み
つ
か
ら
な
い
と
き
は
１
１
↑

希
望
す
る
本
や
、
読
書
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
図
書

館
に
な
い
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
購
入
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
本
を
借
り
る
以
外
に
ど
の
よ
う
な
利
用
が
で

き
ま
す
か
Ｉ
。

図
書
館
に
は
、
百
科
事
典
や
各
種
参
考
図
書

を
備
え
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
（
参
考
図
書
室
）

か
あ
り
ま
す
。
調
べ
も
の
を
す
る
と
き
な
ど
に
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
読
書
会
や
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
に
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
会
議
室
が

二
部
屋
あ
り
ま
す
。
映
写
機
や
フ
ィ
ル
ム
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
大
い
に
ご
活
用
く
だ

封
ご
い
・多

く
の
か
た
に
、
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に

も
借
り
た
図
書
の
返
却
期
限
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
図
書
利
用
カ
ー
ド
を
紛
失
し
な
い

よ
う
大
切
に
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

』山
口

ー

Ｉ
○
カ
ウ
ン
タ
ー
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
の
「
図
書
利

用
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

○
一
人
五
冊
ま
で
、
十
五
日
以
内
借
り

ら
れ
ま
す
。

○
団
体
利
用
申
し
込
み
を
し
ま
す
と
、

ざ

四

百
冊
以
内
三
か
月
間
借
り
る
こ
と
力

で
き
ま
す
。

○
会
議
室
な
ど
を
利
用
し
た
い
か
た
は

カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

壁
ご
い
・

○
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
五

十
分
ま
で
。

○
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
月
末
日
が

休
館
日
と
な
り
ま
す
。
（
月
末
休
館

日
は
、
原
則
と
し
て
月
の
最
後
の
日
。

そ
の
日
が
土
・
日
．
月
曜
日
に
あ

た
る
と
き
は
、
繰
り
上
げ
て
金
曜
日

を
月
末
休
館
日
と
し
ま
す
）

’ ’ 本
を
借
り
る
に
は

休
み

開
罰
館
時
間

の
臼

’

口’

"…･科挙肩博懲?<ば'8‘ (4)



Ｊ

鼻
課
錦
織
騨
癖
騨
騨
鐸
露
騨
麟
轆
雷
吋
く

最
初
、
意
外
に
思
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
灰
色
一
点
ば
り
の
外
観
、
今
で
は
暖

か
み
さ
え
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
す
っ
か

り
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
一
歩

中
に
入
っ
た
時
の
厳
か
な
感
じ
が
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
吹
き
抜
け
の
天
井
の

高
さ
が
伽
藍
の
よ
う
な
の
で
す
。
書
架

か
ま
だ
カ
ラ
ン
と
し
て
い
て
、
生
ま
れ

た
て
の
図
書
館
と
い
う
感
じ
は
否
め
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
町
の
住
民

で
あ
る
私
に
は
、
だ
ん
だ
ん
充
実
し
て

行
く
図
書
館
を
見
守
っ
て
い
け
る
楽
し

み
か
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
本
を

お
借
り
す
る
こ
と
以
外
に
も
、
受
験
勉

強
の
大
切
な
時
期
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
、
月
に
一
度
は
円
い
カ
ー

ブ
の
階
段
を
上
が
っ
て
、
会
議
室
で
開

か
れ
る
読
書
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
こ
ん
な
立
派
な
文
化
の
容

れ
物
が
出
来
た
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

陽
気
が
よ
く
な
っ
た
ら
、
本
好
き
の
八
十

才
に
な
っ
た
母
を
案
内
し
て
、
び
っ
く

り
さ
せ
て
や
ろ
う
と
楽
し
み
に
し
て
い

０
エ
チ
羊
ｑ
〃
。

・

一

二

■

・

三

・

二

一

名

・

》

》

・

■

｜

・

・

邑

・

寺

子

■

｜

・

・

且

。

』

▲

一

・

・

・

・

・

・

・

・

』

一

二

写

・

・

・

・

・

■

一

二

二

手

ろ

・

・

■

一

・

・

二

ニ

マ

エ

》

一

・

二

・

・

・

函

争

一

■

手

写

・

・

・

・

二

子

画
・
・
・
・
二
｝

澤

母
図
耆
館

図書館を利用して
Ｆ

守

呂

・

・

・

■

■

一

画

・

・

二

・

堂

ニ

ュ

ー

弓

・

・

・

・

・

ニ

ュ

ー

『

弓

》

・

・

■

’

伝
言
板

一

・

・

・

・

二

孔

・

■

一

画

・

・

・

三

・

・

■

一

二

■

Ｐ

・

・

壬

・

・

・

・

叩ｂ

一

・

畠

▲

二

Ｆ

写

■

一

『

三

五

・

西

■

一

・

・

二

・

二

・

・

・

曲斉藤淑江さん

凸
＆
『
列
‘
・

お
と
な
向
け

『
愛
情
物
語
』

赤
川
次
郎

『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
事
秘
伝
』

赤
木
春
恵

『
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
マ
イ
ン
ド
』

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ゞ
ハ
ー
ト
．
Ｃ

『
牛
久
沼
の
ほ
と
り
』
住
井
す
ゑ

『
生
き
て
行
く
私
』

宇
野
千
代

『
そ
の
細
き
道
』

高
樹
の
ぶ
子

『
お
し
ん
』

橋
田
寿
賀
子

『
私
生
活
』

神
吉
拓
郎

『
風
祭
』

平
岩
弓
枝

子
ど
も
向
け

『
ゆ
う
び
ん
サ
ク
タ
山
へ
い
く
』

い
ぬ
い
と
み
こ

『
優
し
い
ま
な
ざ
し
』
今
江
祥
智

『
チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の
に
じ
』

た
か
は
し
ひ
ろ
ゆ
き

『
南
極
の
タ
ロ
と
ジ
ロ
』
藤
原
一
生

新

品
映
画
会
品

○
５
月
皿
日
出
午
後
２
時
測
分
か
ら

（
毎
月
第
２
土
曜
日
）

ア
ニ
メ
「
海
の
ト
リ
ト
ン
」
帥
分

第
２
会
議
室
入
場
無
料

￥
‐
お
は
な
し
会
￥
‐

○
５
月
泌
日
㈹
午
後
２
時
刈
分
か
ら

３
時
測
分
ま
で
（
毎
月
第
４
土
曜
日
）

高
萩
の
昔
話
や
紙
芝
居
な
ど

ー

着図書案内

り

一一一 ニーーー さ＝＝＝一 一

科学博ずい

Fば
だよ~

、吟

ばいら

ｰ ‐一 ｰ －

る
「
い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
」
の
ア
イ

ド
ル
マ
ー
ク
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
イ
ド
ル
マ
ー
ク
は
、
県
内
の

小
・
中
・
高
校
生
か
ら
募
集
し
た
も
の

で
、
六
千
八
百
六
十
点
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
、
施
設

マ
ー
ク
、
メ
ダ
ル
、
ス
テ
ヅ
カ
ー
、
ワ

ヅ
ペ
ン
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
使
わ
れ

る
ほ
か
、
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
も
作
ら
れ

る
予
定
で
す

茨
城
県
国
際
博
協
力
会
で
は
、
〃
科

子
万
博

つ
く
ば
師
〃
に
県
が
出
展
す

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
・
デ
ザ
イ
ン
画

き
パ
ビ
リ
オ
ン

で
会
い
ま
し
ょ
う

‐
１
１

の
新
し
い
風
」 …'85

と
し
て
、
い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
の
案
意
通
訳
に
登
録
さ
れ
た
方
で
す
。

内
に
あ
た
る
女
子
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
に
ふ
。
。
。
。
＠

さ
わ
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ン
今
度
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
大
学
に
入
学

画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
し
ま
し
た
。
中
学
、
高
校
と
同
じ
所
だ

◎
応
募
資
格
県
内
在
住
者
（
企
業
．
っ
た
の
で
本
当
は
別
な
所
に
行
き
た
か

団
体
グ
ル
ー
プ
で
も
可
・
）
っ
た
の
で
す
か
…
：
．
。

◎
〆
切
り
５
月
訓
日
（
当
日
消
印
有
親
が
一
番
安
心
し
て
い
る
と
思
い
ま

効
）
何
点
で
も
応
募
可
．
す
。

◎
用
紙
白
ケ
ン
ト
紙
Ｂ
５
版
使
用
。
善
意
通
訳
は
、
土
浦
の
友
達
に
聞
い

◎
描
き
方
着
色
全
身
正
面
体
位
画
て
知
り
ま
し
た
。
高
校
生
の
時
、
ニ
ュ

附
属
品
（
帽
子
・
靴
．
，
ハ
ッ
ク
・
手
袋
）
ｌ
ョ
Ｉ
ク
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州

着
用
・
ハ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
や
組
み
合
せ
に
留
学
し
、
そ
の
時
お
世
話
に
な
っ
た

か
あ
る
場
合
は
、
そ
の
》
ハ
リ
エ
ー
シ
ョ
外
国
の
人
に
少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い

ン
を
入
れ
る
。

◎
提
出
方
法
作
品
の
裏
面
に
応
募
者

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
戦
業
・
電
話

番
号
を
記
入
デ
ザ
イ
ン
画
の
説
明
書

（
四
百
字
以
内
）
添
付

◎
応
募
先
茨
城
県
国
際
博
協
力
局
ユ

’
一
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
画
募
集
係
水

戸
市
南
町
三
の
山
の
三
七
詳
し
く
は
」

、

恋
水
戸
（
２
７
）
４
０
２
９
〈

市
内
高
浜
町
に
住
む
滝
野
ま
ゆ
み
さ

ん
（
四
才
）
は
、
市
内
で
た
だ
一
人
善

お
世
話
に
な
っ
た
外
国

人
に
少
し
で
も
役
に
立

ち
た
い
…
…

善
意
通
訳
に
た
だ
一
八

ー

滝野まゆみさん

ｉ
ｌ
ｌ

で
き
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
思

て
ま
す
Ｉ
。
と
つ
ぶ
ら
な
ひ
と
み

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
運
転
免
許
を
と
る
こ
と
に

中
と
い
う
ま
ゆ
み
さ
ん
。

お
し
と
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
、

代
的
セ
ン
ス
を
持
ち
合
わ
せ
た
『
チ

ー
ミ
ン
グ
な
女
性
で
し
た

。
み

キ
エ
９
る
こ
と
で
す

と
思
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。

外
国
の
人
と
交
流
で
き
る
の
が
、
と
－

て
も
楽
し
み
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
高
校
一

の
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
留
学
生
と
の
交
流

や
福
祉
の
活
動
を
し
て
い
た
の
で
、
と

て
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。

将
来
は
、
ま
だ
ば
く
然
と
し
て
わ
か

ら
な
い
け
ど
、
何
か
外
国
の
人
と
接
触

－

※
善
意
通
訳
と
は
…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
基
づ
き
、
科
学

万
博
等
に
訪
れ
た
外
国
人
に
対
し
て
、

道
案
内
や
交
通
案
内
等
に
関
す
る
通
訳

I

を
一

注も．

密,現
一 －－ 一 言

(5) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1152です。



4月の
－－－壹一ラー蒜扇三一云云云霊可垂引

〆
》

示そう交通マナー畿

磯

鬮
蕊鶏

霞轌､… ”. "熱

轍

▲4月15日、下手綱「丹生神社のささら舞」が演じられ

ました。一昨年、 60年ぶりに復活された丹生神社に伝わ

る 「棒ささら」が、地元の保存会のかたがたにより、み

ご､とに演じられました。

▲4月6日、春の交通安全週間の始まったこの日、パトカー2

台の先導で、交通安全と事故防止を呼びかけるパレードが行わ

れました。市長・警察署長・交通安全協会長ほか7つの各種団

体が参加しました。

‐

…参.錘

鰯■藩
霧難落鮎簿曙報騨辮

~

酷独浄

盈暉＝

▲4月8日、市民体育館。町内別ママさんバレーボール大

会が行われ、参加8チームによる、熱戦がく りひろげられ

ました。優勝一島名。 2位一本町。 3位一安良川A ･安良

川Bチーム。

▲硬式テニス教室。高萩テニスコートで、 4月12日～27日の

期間。 10回にわたって開かれ、テニスの初歩からルール･試合

のしかたまでを教わりました。 32名が受講されました。

博禽くば'85成功させよう科学万 (6)



◎
保
険
料
納
付
に
は
、
口
座
振
替
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
・

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

高
萩
市
で
は
、
あ
な
た
の
預
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
、
保
険
料
が
納
付
で
き
る

口
座
振
替
納
付
制
度
を
と
り
入
れ
て
い

ま
す
。こ

の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、
三
か

月
ご
と
に
納
め
る
手
間
が
一
省
け
る
う
え
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

な
た
の
大
切
な
年
金
で
す
。
納
め
忘
れ

に
よ
り
、
不
利
な
こ
と
か
お
こ
ら
な
い

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
．
◎
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
一
給
水
装
置
は

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
さ
い
。

み
な
さ
ん
の

亘
同
萩
市
で
は
、
あ
な
た
の
預
金
口
座
か
左
記
の
と
お
り
、
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
一

ら
自
動
的
に
、
保
険
料
が
納
付
で
き
る
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
一

財
産
で
す

口
座
振
替
納
付
制
度
を
と
り
入
れ
て
い
一
切
無
料
で
す
。

ま
す
。
○
五
月
十
一
日
午
前
十
時
～
午
後
三
時
一
浄
水
場
で
き
れ
い
に
な
っ
た
飲
み
水

こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、
三
か
常
陽
銀
行

一
は
、
配
水
管
を
通
し
て
家
庭
に
お
と
ど

月
ご
と
に
納
め
る
手
間
が
一
省
け
る
う
え
、
○
五
月
十
六
日
午
前
十
時
～
午
後
一
蒔
一
け
し
て
い
ま
す
。
こ
の
配
水
管
か
ら
わ

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
高
萩
市
商
工
会
※
厚
生
年
金
の
み
一
か
れ
て
家
庭
ま
で
引
き
込
ま
れ
た
分
水

な
た
の
大
切
な
年
金
で
す
。
納
め
忘
れ
○
五
月
十
八
日
午
前
十
時
～
午
後
三
時
一
せ
ん
、
給
水
管
、
止
水
栓
、
メ
ー
タ
ー
、

に
よ
り
、
不
利
な
こ
と
か
お
こ
ら
な
い
茨
城
相
互
銀
行
一
じ
ゃ
口
な
ど
直
結
す
る
用
具
を
「
給
水

一
三
菫
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
三
一
一
一
一
一
二
一
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
三
三
一
一
三
一
一
一
一
三
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
三
一
三
一
一
一

「
磯
原
あ
わ
ふ
の
」
に
住
ん
で
い
た
。
寒
い
日
に
「
う
す
ば
の
川
上
」
（
花
園
川

又
誌
ゞ
罐
蕊
潔
鰕
燕
川
ゞ
基
鑓
山
と
鋤
…

、み
、
く
過
』
加
皆
〈
守
は
、
「
あ
わ
ふ
の
加
賀
守
」
と

、

琴
醒
岼
一
も
よ
ば
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
岩
城

１
９
－
峠
認

＃

氏
の
家
臣
と
思
わ
れ
る
。

§

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
四
月
、
岩

脚
皿
”
“
穂
：
繩
小
鼈
《
遡
湾
雛
皇

村
）
に
出
兵
し
、
佐
竹
義
昭
と
戦
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
と
き
大
森
加
賀
守
も

永
禄
三
年
二
五
六
○
）
の
記
事
に
従
軍
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
加
賀
守
に

「
道
秀
霊
十
・
八
日
あ
わ
ふ
の
加
は
娘
が
い
た
。
元
和
六
年
二
六
二
○
）

賀
守
」
と
あ
り
、
元
和
六
年
二
六
二
十
一
月
二
十
二
日
に
「
八
十
余
」
で

○
）
の
記
事
に
、
「
妙
追
十
一
月
廿
先
ん
で
い
る
の
で
、
天
文
八
年
二
五

二
日
磯
原
あ
わ
ふ
の
、
大
森
加
賀
守
三
九
）
か
九
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
父

の
娘
八
十
余
う
す
ば
の
川
上
に
て
親
が
死
ん
だ
と
き
は
、
二
十
歳
か
二
十

死
」
と
み
え
る
。
｜
歳
で
あ
っ
た
。
戦
国
の
激
動
期
に
冑

「
道
秀
霊
」
と
「
妙
追
」
の
法
名
を
春
時
代
を
送
っ
た
こ
の
女
性
は
、
戸
沢
写
真
は
「
大
森
加
賀
守
の
娘
の

つ
け
ら
れ
た
二
人
は
親
子
で
、
生
前
氏
の
支
配
ま
で
生
き
の
び
た
が
、
冬
の
死
ん
だ
花
園
川
」
川Ⅱ

国
民
年
金
だ
よ
り

よ
う
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

手
続
き
は
、
五
九
年
度
納
付
書
を
お

も
ち
に
な
っ
て
市
内
の
金
融
機
関
で
お

こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ー

■
■
硬
困
■
？
叶
鄙
・
↓
。

と’

、

、〃

'－ ．患_≦鬘篝蕊調

Ｉ
水
道
課
Ｉ

装
置
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

◎
管
理
を
十
分
に

給
水
装
置
に
は
大
切
な
飲
み
水
が
通

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
水
が
も
れ
た
り
、

よ
ご
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
い
つ
も
十

分
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

◎
指
定
工
事
店
に
加
藤
ポ
ン
プ
店
を
指

定
、
指
定
業
者
は
、
社
に
。

加
藤
ポ
ン
プ
店
春
日
町
３
１
弱

狂
塑
２
８
７
１

四
月
か
ら
水
道
料
金
の
計
算
委
託
先

を
変
更
し
、
住
民
登
録
と
の
関
連
性
を

よ
り
大
切
に
し
ま
し
た
・
今
ま
で
の
取
り

扱
い
が
次
の
よ
う
に
か
わ
り
ま
し
た
。

１
従
来
の
一
律
カ
タ
カ
ナ
を
使
っ
て

い
た
氏
名
を
住
民
登
録
に
記
さ
れ
て

い
る
氏
名
（
漢
字
）
を
使
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

２
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
か

た
に
は
検
針
票
に
前
月
分
の
領
収
書

が
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
口
座
振
替
は
当
月
分
の
み
で
、
前

月
以
前
の
振
替
は
出
来
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

料
金
の
計
算
シ
ス
テ
ム

が
変
わ
り
ま
し
た

ー'

六
月
十
七
日
日

『
名
画
鑑
賞
会
』

○
時
間
午
前
十
一
時
、
午
後
三
時

○
題
名
「
男
は
つ
ら
い
よ
口
笛
を
吹
く

寅
次
郎
」

「
居
酒
屋
兆
治
」

○
入
場
料
大
人
一
、
○
○
○
円

高
校
生
八
○
○
円

中
学
生
以
下
五
○
○
円

○
売
出
日
五
月
十
七
日
附
～

六
月
二
十
四
日
日

『
前
橋
汀
子

バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
』

○
時
間
午
後
二
時

○
入
場
料
Ａ
席
二
、
五
○
○
円

Ｂ
席
二
、
○
○
○
円

学
生
一
、
五
○
○
円

○
売
出
日
五
月
二
日
附
～

七
月
二
十
四
日
脚

『
松
竹
大
歌
舞
伎
特
別
公
演
』

○
時
間
午
後
一
時

○
出
演
者
中
村
雀
右
衛
門
、
尾
上
菊

五
郎
、
市
川
海
老
蔵
ほ
か

○
入
場
料
Ｓ
席
四
、
五
○
○
円

Ａ
席
四
、
○
○
○
円

Ｂ
席
三
、
五
○
○
円

立
見
席
二
、
○
○
○
円

○
売
出
日
五
月
二
十
三
日
嗣
～口

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

日
立
市
民
会
館
、
ピ
ア
ノ
マ
ー
ト
（
磯

原
）
、
根
本
昇
酒
店
（
島
名
）
、
樫
村
商

店
（
下
手
綱
）
、
文
化
会
館

；
会

灘 蕊蕊
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開
花
す
る
春
先
の

二
か
月
ほ
ど
の
間
、
不
快
症
状
が
続
き
、

初
夏
に
な
る
と
ピ
タ
ッ
と
止
ま
り
ま
す
。

か
か
る
の
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の

人
で
、
空
中
を
浮
遊
す
る
ス
ギ
の
花
粉

が
鼻
や
目
の
粘
膜
に
付
着
し
て
、
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
か
起
き
ま
す
。
鼻
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
目
は
、
ア
レ
ル
ギ

ー
性
結
膜
炎
と
な
り
、
く
し
ゃ
み
、
鼻

水
、
鼻
づ
ま
り
、
目
の
か
ゆ
み
、
涙
が

出
る
な
ど
の
症
状
に
苦
し
み
ま
す
。
不

眠
が
続
き
、
気
力
が
な
く
な
り
、
仕
事

も
勉
強
も
手
に
つ
か
な
く
な
る
人
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。溌織

ス
ギ
花
粉
症
が

猛
威
を
ふ
る
っ
て

い
ま
す
。
ス
ギ
が

辨鍔

花ス
§

ギ粉
＝症

錨

驚鶏

毎
年
少
し
ず
つ
花
粉
を
浴
び
て
い
く
宅
後
は
、
水
で
目
や
鼻
を
洗
う
と
な
お

う
ち
に
、
突
然
発
病
す
る
の
が
一
般
的
よ
い
で
し
ょ
う
。

で
す
。
女
性
は
、
妊
娠
や
出
産
が
発
病
症
状
を
抑
え
る
新
薬
等
が
登
場
し
て

の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
体
い
ま
す
。
症
状
が
ひ
ど
く
な
る
前
に
、

力
の
落
ち
た
時
も
発
病
し
や
す
い
も
の
耳
鼻
科
や
眼
科
の
専
門
医
に
相
談
し
ま

で
す
。
体
質
と
深
く
か
か
わ
る
病
気
な
し
よ
う
。

の
で
予
防
は
難
し
い
で
す
が
、
症
状
を
花
粉
症
で
悩
ん
で
い
る
人
が
か
な
り

軽
く
す
る
に
は
、
花
粉
に
触
れ
な
い
よ
い
ま
す
。
周
囲
の
人
は
苦
し
み
を
よ
く

う
に
す
る
こ
と
。
乾
燥
し
た
風
の
あ
る
理
解
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く

日
は
外
出
は
慎
み
、
遠
出
は
雨
の
日
を
だ
さ
い
。

選

ぶ

と

よ

い

で

し

ょ

う

。

外

出

時

に

は

、

州

・

…

曾

言

雲

霞

『

童

譽

置

一

唇

譽

鰯

一

●

言

雪

勧

一

瞥

言

骨

看

櫃

勘

一

言

雲

融

言

一

薑

野

壼

一

ｉ

蕊

一

貫

農

：

Ⅷ
●
恥
や
知
唖
韓
和
叩
咋
弛
押
■
旬
■
ｑ
●
■
ｂ
■
■
■
■
■
■

尋
；
輔
ゞ
圃
詞
菱
刈
；
帰
一
撚
憩
麩
職

菊地亜矢子ちゃんと

（2歳1か月）

お母さんの美枝子さん

市内大和町3の12

一、
~、

１
１
ｋ
、
や

Ｉ
、
児
一一

Ｌ

Ｌ

一

（
》 きょうは、 2歳児歯科健診に来

ました。 （4月18日）
お姉ちゃん、お兄ちゃんにまじ

って自分で歯みがきをします。

こいのぼI) といちごが大好き~で
＝羊

9。

『
州

↑
縄
▽
『
市
民
セ
ン
タ
ー
』
で
健
康
相
談
を
実

岬
施
し
て
い
ま
す
。
第
一
水
曜
日
（
午

州
後
一
時
～
三
時
）
、
毎
週
土
曜
日
（
午

恥
前
九
時
～
十
一
時
）

州
▽
『
子
宮
が
ん
』
検
診
の
申
し
込
み
を
、

恥
五
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で

〉
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
衛
生
ヵ

恥
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
電
話

州で申し込みください。（盃２３”２１１１内線知ｌ知）

２
１
１
１

※毎月第三水曜日は、 2歳児歯

科健診の日です。

・場所：市民センター

・時間：午後1時10分～2時受

付

2歳児になると歯の数も増え、

虫歯予防が大切になってきます。

発育の状態や栄養､生活が適当

であるかの見当もつきますので、

ぜひ健康診査を受けるようにしま

しょう。

I

E

認
牌
諦

言
示
工
木
事
務
所
が
、
少
な

爾
搦
判
砿
嶽

烹
弟
一
発
電
所
（
真
ん
中
の
）

一
軍
ぽ
い
函
喧
路
際
へ
植
え

一
錆
鞠
り
が
た
い
こ
と
で
あ

函
縣
涼

１
１

＃
：
《
》
村
神
社
の
宮
司
磯
部
祐
親
氏

が
熱
心
な
方
で
、
そ
の
実
か
ら
苗
を
そ

だ
て
て
い
る
。
そ
の
山
桜
百
六
十
本
を

然
に
生
え
た
草
木
（
Ⅲ
）

⑳
自本

紙
前
号
の
表
紙
を
か
ざ

っ
た
「
植
樹
祭
」
に
ふ
れ
た

い
Ｏ

西
茨
城
郡
岩
獺
町
大
字
磯

部
あ
た
り
は
、
サ
ク
ラ
の
原

種
の
多
い
地
帯
と
し
て
、
前

か
ら
有
名
な
処
で
あ
る
。
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、

「
桜
川
の
桜
」
と
し
て
、
そ

の
道
の
研
究
家
に
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
地
元
の
磯
部
稲

を
走
る
道
路
わ
き
（
耕
地
近
く
を
さ
け

て
）
へ
植
え
れ
ば
、
壱
万
本
以
上
の
桜

並
木
も
夢
で
は
な
い
・
県
内
の
天
然
記

念
物
で
あ
る
山
桜
の
苗
が
、
八
十
ｍ
北

へ
移
っ
て
定
着
し
て
く
れ
る
こ
と
は
楽

し
い
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
日
、
ダ
ム
の
向
う
側
へ
は
、
「
エ

ド
ヒ
カ
ン
」
（
ゞ
ハ
ラ
科
）
は
じ
め
六
種

ほ
ど
、
学
術
参
考
林
の
標
本
木
と
し
て

約
五
十
本
を
植
え
た
。
い
ず
れ
も
、
す
ぐ

近
く
の
自
然
林
に
生
え
て
い
る
樹
橦
と

同
じ
苗
を
、
わ
れ
わ
れ
の
指
導
者
が
大

切
に
育
て
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

エドヒガンガクツツに毛があってトックリ状なのが特徴

"…，科学肩噴くば密 (8)



1つぱい／し

やる気もいっばいです

どうぞよろしく ）

市役所の新入職員です

多数の応募の中から左の14人

が採用されました。

1週間の研修を経て、各課で

活躍しております。

喬 癖.､涌癖

無 》
懇
轡ご鷺：廷

稲部隆一

都市計画課

､ "手議驚薫'.

ご欝一
吉田正彦

企画開発課

壜慰:'
鈴木則子

市民課

識
課

樫村

税務

⑪
■毒乞
鈴木雅夫

術生課

■霧■ご；

働 働
_ｨ尋L=-i意卜

ー

琴琴、

●二､､岸
郷土明男
水道課

Z垂

雷Iﾘ, 。 簡黙

草野
衛生

（保健

美
生
ｊ
囮
長
い
間

Ｆ
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
躍
一

崎
》
》
Ｆ
硫
確
赫
捲
退
職
さ
れ
た
か
た
か
↑

彦
王
合
一
間
杉
マ
サ
（
松
岡
小
学
校
用
一

碓
需
耐
一
佐
峠
骨
計
一
叫
討
柚
糾
凱
壬
一
一

召
立
域
一
昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
九
一

、
、
／
日
広
一
日
退
職

儲
鋤
一
政
罰
識
檸
兼
昨
孵
維
評
蔀
民
課
一

久
民
一
昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
九
一

長
睡
一
日
退
職

一
田
崎
雄
也
（
民
生
部
参
事
兼
一

詰
課
一
福
祉
事
務
所
長
）

日伊
諦
一
；
蠅
紳
哩
几
唾
一
ｐ
Ｅ
Ｊ
↑
‐
一

藤リカ

課

婦）

同 岡
'噸識
職＝

鋳
蕊蕊

…:X…

召漁迄
佐々木康－
高.＋事務組合

（消防吏員）

辮
蝿
躁
織

小松力雄
高．＋事務組合

（消防吏員）

石和 久

高萩小学校

（用務手）

一一一

◎
募
集
人
員
一
満

◎
応
募
資
格

Ｏ
土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ
く
、
土
一

地
区
画
整
理
士
の
資
格
を
有
す
る
一

者
。

○
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
現
在
、
一

年
齢
満
三
十
五
歳
未
満
で
、
日
本
一

国
籍
を
有
す
る
者
。

◎
受
付
期
間
昭
和
五
十
九
年
五
月
十
一

四
日
か
ら
五
月
二
十
六
日
ま
で

◎
試
験
日
時
昭
和
五
十
九
年
六
月
五
一

日
㈹
午
前
十
時
か
ら

◎
応
募
用
紙
市
長
公
室
職
員
課
に
用
一

意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
市
長
公
室
職
員
課
一

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
萩
地
区
通
過
延
長
蝿
岫
の
う
ち
、

橋
梁
２
か
所
の
工
事
（
猪
田
川
僑
Ｌ
Ｉ

８
ｍ
・
関
根
川
高
架
橋
Ｌ
Ｉ
叩
、
）
が

３
月
末
に
、
日
本
道
路
公
団
に
よ
っ
て

発
注
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
舵
年
度
の
供
用
開
始
に
む

け
て
、
引
き
続
き
工
事
が
発
注
さ
れ
る

予
定
で
す
。

土
地
区
画
整
理
士
を

募
集
し
ま
す

常
磐
自
動
車
道

高
萩
地
区
工
事

発
注
さ
れ
る

ー

一
夫
春
の
香
り
が
い
っ
ぱ
い
夫

一
た
け
の
こ

一
筍
ご
は
ん
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
／
、

☆
原
稿
を
募
集
し
ま
す
／
、

自
慢
の
手
料
理
、
そ
の
他
身
近
な
話

題
な
ど
、
何
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。
原

稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（
市
役
所
、
市

民
活
動
課
、
広
報
広
聴
係
）

〈
筍
の
ゆ
で
方
〉
皮
つ
き
の
ま
ま
穂
先

を
斜
め
に
切
り
落
す
。
ぬ
か
汁
か
米
の

と
ぎ
汁
で
串
が
通
る
ま
で
ゆ
で
、
そ
の

ま
ま
冷
え
る
ま
で
鍋
に
お
き
、
皮
を
む

い
て
水
に
浸
す
。
（
注
）
掘
り
お
こ
し

て
か
ら
時
間
か
た
つ
ほ
ど
エ
グ
味
が
出

る
の
で
、
早
め
に
ゆ
で
る
こ
と
。
皮
ご

と
ゆ
で
る
の
は
皮
の
成
分
が
鞠
の
セ
ン

イ
を
牧
ら
か
く
す
る
か
ら
で
す
。

○
筍
ご
は
ん
材
料
４
人
分
、
米
カ
ッ
プ

３
、
筍
知
ｇ
、
鶏
肉
伽
ｇ
、
さ
や
い
ん

ｌ

げ
ん
別
ｇ
、
⑬
だ
し
汁
カ
ッ
プ
ー
、
し

ょ
う
ゆ
大
３
、
塩
小
１
－
３
、
み
り
ん
大
１
２

〈
作
り
方
〉
㈲
、
米
は
炊
く
一
時
間
位

前
に
洗
い
、
水
気
を
切
る
。
口
、
筍
は

短
冊
、
鶏
肉
は
あ
ら
れ
に
切
り
、
⑳
で

下
煮
す
る
。
日
、
下
煮
し
た
残
り
汁
に

水
を
加
え
て
カ
ヅ
プ
鍔
と
し
、
米
と
具

を
ま
ぜ
、
炊
き
上
げ
て
よ
く
む
し
、
さ

や
い
ん
げ
ん
の
塩
ゆ
で
、
又
は
木
の
芽

を
ち
ら
す
。 魚

. "蕊;

鋳…。
山口則子さん

ｲ学校給食セン1
{ター勤務 ノ

(9) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です。



的
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
に
、
柴
田

ふ
さ
子
さ
ん
（
有
明
町
二
三
）
か
決

ま
り
ま
し
た
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
県
民
と
県
政
の

橋
渡
し
を
す
る
役
割
で
、
県
の
施
策
に

対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
提
言
し
ま

す
。
任
期
は
、
来
年
の
三
月
ま
で
の

一
年
間
で
す
。

行
政
管
理
庁
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
、
問

い
合
わ
せ
を
、
行
政
相
談
と
し
て
、
常

時
受
け
付
け
て
お
り
、
関
係
行
政
機
関

と
の
間
に
立
ち
、
あ
っ
せ
ん
を
行
う
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
、
さ

ら
に
多
く
の
か
た
か
た
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
春
季
行
政
相
談
強
調
週
間

引
禦

ｒ
ｉ
ｊ５

月
惚
日
か
ら
円
日
ま
で
ば

》
零
季
毒
趣
租
談
燕
蕊

鋸
》
強
調
週
間
篭
す
蕊
琵

蕊

政
モ
ニ
タ
ー
に
柴
田
さ
ん

母

爵
蕊
盗

行政相談員

神長新一さん 柴田ふさ子さん

を
設
け
ま
し
た
。

行
政
管
理
庁
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相

談
員
神
長
新
一
さ
ん
Ｉ
島
名
一
三
九

四
（
盆
２
２
３
７
７
３
）
が
お
り
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
は
、
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜

日
の
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
。
場

所
は
、
市
役
所
市
民
相
談
室
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
６
月
１

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、
み
な
さ
ん
と

と
も
に
、
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に

努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
高
萩
市
で
は
次
の
と
お
り

無
料
人
権
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

○
と
き
５
月
肥
日
午
前
的
時
か
ら

畦
三
三
三
一
三
一
三
三
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
三
一
一
三
一
一
一
三
三
一
一
一
三
三
一
一
三
三
一
一
一
一
一
三
一
三
三
三
一
三
一
一
一
三

1 1 1 1 1 1 1 i l l l l l l l l ll l l

○
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご

存
じ
で
す
か
》
：
○
６
月
１
日
は
我
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日

で

す

》

汁

青少年の非行防止は:蕊癖§：

:蕊:青少年相談員にどうぞ

市教育委員会では、次のとおり青少年

相談貝を委蛎しました。青少年の非行|坊

止に、市民のみなさんもご協力〈だきい･

青少年相談員

｛
）

昼唇 言エ
E巨竺 ロロ

即
彦
子
枇
此

名
華
昭
和
湾

住 j可斤氏
北
鈴
金
佐
藤

○

村
木
子
々
田

町
町
滝
川
川

日
和
良
良

春
大
石
安
安

０
７
０
４
３

０
４
９
１
７

０
２
５
１
０

２
３
１
４
３

２
２
３
２
２

２
２
２
２
２

午
後
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー
（
春
日
町
）

○
相
談
内
容
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借

家
、
離
婚
等

○
相
談
員
高
萩
市
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

身
体
の
不
自
由
な
か
た
（
一
級
ま
た

は
二
級
）
で
、
三
月
三
一
日
現
在
満
６

歳
以
上
の
か
た
に
、
郵
便
は
が
き
加
枚

を
無
料
で
差
し
あ
げ
ま
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
、
お
近
く
の
郵
便

局
へ
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の

う
え
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
代
理

の
か
た
で
も
結
構
で
す
。

期
限
は
５
月
別
日
ま
で
。

憂
驚
樺

昭
和
弱
年
度
自
動
車
税
納
税
通
知

５
月
は
官
動
車
税

》
州
灘
の
納
期
で
す

森
川
川
萩
滝

良
良

高
安
安
高
石

美
三
助
需
良

寿
之

万
辰
哲
昌

１
２
７
４
９

６
０
５
３
８

１
０
８
５
９

３
２
３
５
３

２
２
２
２
２

２
２
２
２
２

山
沼
箕
柴
柴

ロ
野
川
田
田

綱
浜
名
名
綱

手
手

下
赤
島
島
上

鈴
宮
時
稲
佐

木
田
崎
田
藤

夫
正
一
子
夫

１
１
１
２
７

９
２
９
７
１

８
１
０
０
８

３
４
４
６
０

２
３
２
３
３

２
２
２
２
２

朝
清
道
武

島名

洞〈 山

ｲ火 l｣」

中戸Jl l

大育眉

津
美
田
野
部

佐
深
宇
沼
弓
大

．
．

文男

ノ成

貢

軍春

享鬼

８
６
１
４
１

０
２
７
３
２

１
５
４
９
７

２
５
５
０
０

２
２
２
８
８

２
２
２
２
２

害
は
５
月
Ⅷ
日
ご
ろ
、
送
付
さ
れ
ま
す
。

５
月
訓
日
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
か
た

は
、
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

茨
城
県
高
萩
県
税
事
務
所

狂
（
２
２
）
２
２
２
１
．
（
２
２
）
２
０
１
９

電
電
公
社
で
は
、
３
月
知
日
か
ら
、

全
国
ど
こ
へ
で
も
、
直
接
ダ
イ
ヤ
ル
に

よ
る
市
外
電
話
番
号
の
案
内
が
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
手
局
と
案
内
を
直
接
ダ
イ
ヤ
ル

例
０
２
９
４
と
１
０
４

官
立
屋
界
巨
豊
素
哩
薑

ｌ
高
萩
電
報
電
話
局
Ｉ

雌
一
認
漣
こ
薩
壷
内
雷
誰
一
一
一
ゞ

買
い
ま
し
よ
や
ワ

莱
藤
本
井
木

美
沽
昇
進
男

秋
烏
島
高
高

７
９
２
７
０

５
３
０
４
６

７
４
２
０
７

０
５
０
４
２

３
２
３
２
２

２
２
２
２
２

山
名
名
萩
萩

＋
斉
根
臼
鈴

イl i

栄 市
外
電
話
番
号
の
案
内
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に

ー 8lt
Lユ

佐
項
火
鈴
大
小
豐
大
菅
菊

○
○
○

子
猛
術
技
司
化
守
猴
乎
正

知
代

美
一
寿
喜
興
保
洋
敬

烏名

高浜町

束"本田J

束本町

有明町

３
７
７
８
２

０
１
４
１
０

３
７
７
１
２

５
１
２
２
４

３
３
２
２
２

２
２
２
２
２

原
田
友
木
内
一
松
田
部
波
地

田
田
町
町
戸

君
君
浜
浜

下
上
高
高
高

２
２
１
７
７

０
３
２
４
１

４
３
８
１
１

０
０
４
３
３

８
８
２
２
２

２
２
２
２
２

束本町

有明町

ｲ黄 ノI ｜

高戸

下手糸岡

11:11i

み子

イ街

齢：

８
１
６
１
１

１
６
０
６
３

９
３
４
１
１

３
２
０
４
３

２
２
８
２
３

２
２
２
２
２

塩
佐
井
柴
樫

今
年
も
、
５
月
１
日
か
ら
一
か
月
間

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
が
、
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。
赤
十
字
精
神
や
赤
十
字
活

動
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
戸
毎
に
一
人

は
赤
十
字
「
社
員
一
に
。

た
ば
こ
の
価
格
に
は
た
ば
こ
消
費

税
」
と
い
う
税
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
印
年
度
の
決
算
で
は
、
年
間
約

一
億
三
千
万
円
の
た
ば
こ
消
費
税
が
市

の
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
．
加
本
入
り

た
ば
こ
一
箱
の
税
収
は
洲
・
２
円
と
な

り
ま
す
。
旅
行
・
お
出
か
け
前
に
、
た

ば
こ
は
市
内
で
買
っ
て
出
か
け
た
い
も

の
で
す
。

藤
坂
田
村

た
真
幸 戸毎に一人は赤十字

社員になりましょう義
わ
吉
之
子

大
大
神
神
去

陸
ざ
ま
貞
怖

下手糸岡

上手糸岡

_上手糸|前1

1二手糸岡

高戸

平
高
長
長
森

１
３
３
５
５

３
６
６
３
４

４
７
２
７
２

２
３
５
４
１

２
２
２
２
３

２
２
２
２
２

鼎春

7告

uq

唇お
宝

ﾀｺも今
オニ

膜'3
Dロー

ガ砦

野
木
木
山
本

下手糸岡

若栗

Z赤 ＃兵

下手糸岡

下君‐田

８
２
７
０
２

９
０
２
３
１

５
０
０
４
４

３
０
０
２
０

２
８
３
２
８

２
２
２
２
２

広
鈴
関
松

特別冑少年相談員深谷誠一大和町⑳5156
※○は、新しい相談貝です。

(10＜ば'85成功させよう科学万



中央公民館では59年度の学級、講座を下記のとお

り開設します。

余暇を生かし、趣味や見間を広めるよい機会です。

あなたも参加し多くの人たちと楽しく学んでみませ

んか。

◎申込期間 5月7日 （月）から5月22日 （火） まで、

午前8時30分から午後5時まで（土曜日は正午まで

日曜日は受け付けいたしま~せん｡）

◎申込方法申込書が中央公民館にありますので、記入

のうえ直接巾し込んでください。 （電話の申し込み

は受け付けません。 ）

○6番から12番まではひとりにつき一講座とし、二つ

の申し込みはできません。

○受講料は無料実習材料費、視察・見学費、会運営

費等は各自負担となります。

○講座については初心者を対象とします。

○申込者が定員を超えた場合は、抽選で決定します。

○抽選の結果、 もれたかたのみ後日通知いたします。

◎詳しいことは、中央公民館電話（23） 1125へお

問い合わせください。

ー

期
曜

間

日

募集

人員

回

時

料
虹
田
岡

番号|学級・教室・講座名 対象者 講師等 習 内 容 等な 堂
Jエ

Ｉ
ハ
ハ
Ｕ５

社会の変化に対応し、健康維持や生きがいを積極的

に求めながら、みんなで楽しく話し合う大学。

5月～3月 月 1 p

第1水i曜 午前9 : 30～11 ： 30

60歳以~上
／7~1ムコナ壷

各専門識師高齢者大学1

’
健全な子供を育てるための学習。親としての教

養。各幼稚園の交流。

6月～2月 月 1 回

第1木l照 午前9 : 30～11 ： 30

各幼稚園

の親
家庭教育学級 各専門講師２

婦人として必要な教養、趣味を深め、 よりよい

生きかたを考える。

6月～2月 月 1 回

第2月曜 午前9 W 30～11 ： 30
各専門講師婦 人 学 級３ 由几鳴ヨA

一､又姉八 40

市民として、 また家庭人として、広い視野と豊

かな心でよりよい生活を考える。

6月～9月 月

第2 ． 4火|]f 午後2 ： 00

回

00

２
４

各有名講師巾． 民 大 学 一般成人4 80

剰狄雌 牛綴’ :;_: :冊殺鋤
6月～9月

各専門講師 郷土の歴史と文化を知る市内史跡めく’り郷土の歴史5 80

6月～2月 月 4

第1｡2,3･4金曜 午前9 : 30～11

回

30
書の心から、書きかたの基本指導書 道 講 座 笠谷喜之助一般成人 30 ーb

6月～10月 月

第2 ． 4木雌 午後1 : 30-

２
３

凹
刈

20 柴田育甫 盆栽の育てかた、作りかたの初歩

生けかたの基本から、実技指導（小原流）

盆 栽 識 座 股成人
■.

6月～12月 月 2 回

第2 ． 4水M# 午前9 : 30～11 ： 30
村田久里子華 道 講 座 一般成人8 20

6月～12月 月 2 回

第1 ･ 3月曜 午前9 : 30~11 : 30
お茶の心と､お茶の立てかたの基本指導(裏千家茶 石 照

三型2

両得 一般成人9 一
旦 座 20

6月～12月 月 2 回

第1 ･ 4月曜 午前9 : 30～11 ： 30
鈴木珠1 朧工芸の創作から実技指導。藤工芸講座 一般成人 2010

6月～12月 月

第1 ･ 3木曜 午後1 : 30-

回

30

２
３

大部憲子 リボンフラワー創作から実技指導リポンフラワー講座11 一殿婦人 20

月
30

30

回
30

30

２
Ⅱ
３

6月～12月

第2 ． 4木曜
'1，池 貞 家庭料理のいろいろ‘料・ 理 午前9

午後1
一般婦人12

Z輩

同ロ 鴎 40

自然に親しみながら心身を鍛錬し、少年同志の

交流を図り、親ぼくを深める。

8月26日27日 ( 1泊2日）

国立梛須II]子少年自然の家

市内の
中堂吐
I』一

各専門講師少年サマースクーノ13 50

11) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です。



日曜当番医

東本町 22－35125月27日 ｜立花医院
《

大和町 22－2235飯島医院6月3 日

大和|町内田病院 22－2137

6月10日

十王医院 十王町 32 3266

6月17日 安良川宍戸医院 23－2318

時間は、いづれも午前9時から午後4時までです

○ ○ ○
』

一》》一一雫』罰洋畢一歩寺》『一Ｊ、》》趨琿

坤
堆
、
理
鋪
＄
望
壷

撒
”
ゞ

、
風

山

口

計

、

《

都

、

、

さ
防

《
睦
浜

岬 －
善
意
あ
り
／
が
と
う

木
村
勇
さ
ん
安
良
川
六
○
八

一
万
円
社
会
福
祉
へ

秋
山
小
児
童
会

八
千
八
百
五
十
六
円
社
会
福
祉
へ

鈴
木
好
之
さ
ん
島
名
一
一
四
九

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

社
会
福
祉
へ

長
久
保
忍
さ
ん
赤
浜
八
五
三

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

三

三

一

三

一

三

三

二

三

三

二

一

二

一

二

三

一

三

一

三

二

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

一

Ｆ

Aざ( 上

高萩から石浜にかけての長い汀|こは、もうエメラルド色の

舂潮が流れ、季節の移るいを感じさせる。このあたり浜辺に

は、晩舂から初壹にかけて浜ざくが採れる。緑の葉先の紅を

帯びた茎は、酢のものにしても仲々風味がある。昨今はこの

浜ざくも少なくなってしまった。

絵と文伊藤龍馬
I I l i l I l lll lⅡI ll I1 1 11 1 1 1 1 1I l IⅡⅡl l l l ll ⅡⅢll l l l lII I l l川I ll l I Ⅱl I ll l l l I l I1 11 I II I ll ll l l l l l l I1 1 11 1 1Ⅲl l IⅡⅡlⅢl l l l l lI I ll l ll ll l l l ⅡⅡl l ll llⅢl 1 11 1Ul l Ⅱ1 11Ⅱl l l
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円
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圏
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文
化
会
館
へ
『
絵
画
一
点
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針
生
進
さ
ん
大
和
町
四
の
十
八

園
寄
贈
図
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館
へ

新
本
寄
贈

○
沼
田
俊
也
さ
ん
東
京
都

○
柏
義
夫
ざ
ん
高
萩

○
英
霊
に
こ
た
え
る
会
高
萩
支
部

古
耆
寄
贈

○
下
山
田
忍
さ
ん
秋
山

○
坂
本
栄
さ
ん
高
浜
町

○
松
崎
泰
さ
ん
ｌ
勝
田
市

○
中
野
晋
さ
ん
高
浜
町

○
北
條
正
さ
ん
ｌ
島
名

楽しく砿ぼう〃

捗施皆⑰匝場
高萩市森林公園各広場配置図

－

「
一1

5月13日（日）
（母の日）

午前10時～午後2時

｜高萩市森林公園
（お手まき会場）

雨天の場合
市民体育館みるきく広増/自由の広堀/あそ【海〕広堀

一' 中央公民鯨つくる広迅/文化の広増

慰‘
●ごみのないきれいな広珊にご協

力ください。

●自然をたいせつにしましょう.夕

l主催●楽しく遊ぼうみんなの広場実行委員会

l後援●高萩市社会福祉撫講今

話テご票：
K~l

の納税ョ5月
～人口と世帯～

前月比

人口 33,402 （ 92）

男 16,375 （ 55）

女 17,027 （ 37）

世帯 9,951 （ 7）

（昭和59年4月1日現在）

軽自動車税 (全期）由、

〃

三

．〆

.*』狸 康保険税

（ 1期）

国民腱

琴：
j諭
〆

心
ン

5月31日納期｜眼ノ

多鑿二一
〆

と
き
６
月
３
日
旧

と
こ
ろ
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

資
格
市
内
居
住
者
又
は
勤
務
者

競
技
肥
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ

（
新
ペ
リ
ア
方
式
）

主
催
高
萩
市
体
育
協
会

受
付
期
間
５
月
Ⅳ
㈱
～
５
月
恥
日
出

５

申
し
込
み
参
加
費
三
千
円
を
添
え
て
《
Ｕ

９

市
民
体
育
館
狂
（
２
３
）
１
２
５
ばく

５
２
ま
で

侭

◎
第
川
回
高
萩
市
少
年

す
も
う
大
会

と
き
５
月
”
日
⑪

万学

と
こ
ろ
山
王
す
も
う
場

参
加
者
小
学
生
（
一
年
～
六
年
）
個
科

人
又
は
地
区
別
団
体
うよ

申
し
込
み
５
月
皿
日
附
～
５
月
酪
日
せ

③
ま
で
に
市
民
体
育
館
へ
さ功成

も
う
加
入
さ
れ
ま
し
た
か

県
民
交
通
災
害
共
済

五
十
九
年
度
分
（
四
月
一
日
か
ら
一

年
間
）
の
手
続
を
さ
れ
ま
し
た
か
。
万

一
忘
れ
て
い
る
か
た
が
あ
り
ま
し
た
ら

い
そ
い
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
加
入
す
る
に
は

受
け
付
け
は
、
市
役
所
市
民
相
談
室

畳
２
３
２
１
１
１
内
線
２
１
４
）

で
行
っ
て
い
ま
す
。
加
入
で
き
る
か
た

は
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

市
制
鋤
周
年
記
念

第
５
回
市
民
ゴ
ル
フ

大
会
の
参
加
者
募
集

⑫


